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2)多彩な糖尿病性マ クロアジギ*}ミチ-を豊
した1例の16年間に′)いて

星山 薬理 (柏崎中央病院内科)
榛沢 和彦 (新潟大学第二外科)

症例は77歳,男性.家族歴 :祖父,父が心筋梗塞で60

歳に死亡,観母,母が脳卒中で死亡,娘も高血圧,糖尿

柄.肥満で加療中.病歴 :56歳時,肥満,糖尿病.高血

圧,高脂血症と診断され 現在まで当院内科をこて F/U

中.61歳春,RINl),秋に急性心筋梗塞を生L:,翌年1

月冠動脈バイパス希 書左心室癒切除術施行.69歳,軽度

脳梗塞.72鼠 うっ血性心不全.74歳,腎機能低下進行.

77歳,著名な内環動脈アテロ-ム硬化性プラークによる

狭窄,脳血流低下を頚部ユニ卜一･脳 h′m ･A-JlRA･SPECr

で指摘される.

本例は,九･･lultipleRiskFactor症候群の典型例であ

ら.しかも伏在静脈健周ACバイパス術後16年である.

NSVT や C＼･･rr)を合併 しながら生存しえているのは.

血症=-:Lントロ-′し,抗血栓療法による動脈硬化進展予防

が効を薬しているためと考えられる.今後,本例に関す

る基礎的解析を検討 していきたい.

3)糖尿病の悪化が診断の糞機 となった褐色細

胞睡の 1例

葉資 杢嘉 鳩 藤 率示 (票差錆 セソタ1

宮島 憲生 ･小松原秀一 ( 同 泌尿器科1

症例は70歳,男性.昭和62年より高血糖を指摘され,

糖尿病として歌川医院に於いて SU剤で加療される.

平成7年12月ころより,全身倦怠感,駄嵐 曝気,口渇,

頗尿が出現.当院内科紹介され.た.随時血糖 577mg,■dl

と高く,入院しイソスリン強化療法を開始したが,高血

糖と低血糖をくり返しIIント[1-′L不良.入院二日臥

四日目に収縮期血圧190以上iこ血F.F.上昇した.Ca括抗

薬を投与さIl著勅し.収縮期血圧120程度で安定. しか

し,血中アドレナリン0.27ng･lnlノJL･アドし十Ilン 1.86

ng.:mlと正常上限の4倍,9倍以上と高く尿中アドL

日と高かった,腰部 CT書腹部エコ-上で右腎上部に 9

×7×6cm の-部石灰化を伴 う多房捜索胞を認め,褐

色細胞腫と診断した.泌尿器科iこて,右副腎腫壕摘出術

施行さる.術後,血圧 ･糖尿病とも安定 した.

このように糖尿病患者のコソトロ-ル悪化例の車に褐

色細胞藤などの内分泌疾患を合併 している症例もあり注

意を要すると考えられた.

41AdrenomyLlloneuropathyの1例
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症例,28才男性.12才時をこ口唇の色素沈着をきたし当

院小児科にて ACTH80OpgmlよりAddison氏病と

診断されコルチゾールの補充療法をうげていた.24才頃

より歩行困難感出現,次第をこ進行したため頭部 MRI施

行されるも異常なく精査のため神経内科入院.神経学的

所見 血中スフJFyゴミエリソ率の極長鎖脂肪酸の増加

によりadrenomyeloneuropat恒-と診断された.現存

本邦における小児期 Addisom蔑病の原因は特発性が多

いとされている.しかし若年者の Addisoll氏病の8%

に本症が発症するといわれていることより若年者の Addi -

S(111氏病で矩行障害.庫性対蘇峰が出現 した喝合本症

の合併を考慮する必要があると思われた.

5)低ナ トリウム血症を契機に発見 された肺小
細胞癌による SIADH の 1例
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6)漢方薬服周後に発見 された Liddle症候
群の 1例

小柳由紀子 ･殻 照安
橋本 誠雄 ･八幡 和明
小林 和夫 ･杉山 一致 (露暮悪露発露央)

大野 司 ( 岡 神経内科)

症例は76歳女性.'88.5札 左被殻出血で神経内科受

執 以後外来で治療中であった.'95.9月,全身倦怠感,

口渇が出現し漢方薬 (ツムラ愛門冬瀞エキス額粒)を処

方されたところ.12月頃より高血旺 (170.;､80mmHg上

低カ11ウム血症 (K2.Lll1mEq､1)をきたした..96.3

月頃顔面,下肢に浮腫がみられたため,利尿剤 (アゾセ

ミド)を2週間内服 している.'96.(1F]まで漢方秦を投

与されたが中止し,その後 2ケ月経過 しても症状改善せ


